[ＮＥＡＳＥ－ＮＥＴ第二回フォーラム]

コメント及び問題提起
新藤　栄一（江戸川大学教授）
Ⅰ、ねらいと標的

1、 東アジア共同体構築のための「トラック2機関」を目指す

(１)「東アジア共同体評議会（ＣＥＡＣ）」（会長　中曽根康弘、副会長　柿沢弘治、議長　伊藤憲一）；トラック1.5と支える。国境を越えた知識共同体（Ｅｐｉｓｔｅｍｏｌｏｇｉｃａｌ　Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ）を構築する。その踏み石（ステップストーン）とする。

(２)標的はあくまで、東アジア共同体の構築にある。10年後、50年後を見る。政策をかえるためには、十年単位（ディケイヅ）のタイムパーンが。幾人、幾十人ものジャン・モネ。
（３）標的はあくまで「北東アジア」でも「東北アジア共通の家」でもない。「重要な役割：としての「ＡＳＥＡＮ＋３＋３」でもない。「主要な手段」としての「ＡＳＥＡＮ＋３(日中韓)」だ。なぜいまアセアンなのか。「生産ネットワークの磁場」「アジア地域統合の知恵」としてのアセアン。

Ⅱ、方法と実績

　　(１)「運動(ムーブメント)の哲学」はあくまで、権力権の組み換え。

「排除の哲学」は取らない。既存学会や組織の通例（ギルドとしてのレゾンデートル）を超える。新しいレゾンデートルを作る。権力の獲得でも、権力の維持でもなく、フレント/ハバーマス流「権力の創出」の哲学。「学会研究情報連合体」ＮＥＡＳＥ－ＮＥＴや「東アジア学創出」早稲田プロジェクトと通底。知識共同体構築「運動の哲学」はあくまで、「連携こそ力である。」「小さく始めて大きく育てる」(谷口　誠)。
　　(２)「運動の実績」。連携、共催、協賛、協力、支援のプログマティズム。桜美林大北東アジア総研、ＮＥＡＳＥ－ＮＥＴ、経団連経済広報センター、ＣＥＡＣ、アジア平和貢献センター、言論、ＮＰＯ，中国社会科学院…。

　　(３)「運動の未来」。「農が拓く東アジア共同体」シンポ、「福田ドクトリン３０周年」シンポ、海外国際会議（ソウル、北京、バンコク…）。国際交流基金助成「岡倉天心と東アジア」会議（美術家集団「アジア展」との連携）。職域をどう越えるのか。
Ⅲ、地域学としてのアジア、情報革命としてのアジア

(1) ヨコ軸としての地域学；「伸びたり縮んだりする」アジア（山影　進）

タテ軸を入れた地域学；単なる歴史としてのタテ軸ではなく、構造/脱構造としてのタテ軸（増田　祐司）、「制度、相互作用、了解がつくる」アジア(張　寅性)

（２）「東アジアの国際関係学」はあるのか。ネオ・ウエストファリア論の構造、ポスト・ウエストファリア論の虚構。「ウエストファリアを語る」ことと「語らない」ことの差。なぜバンドン・システムではないのか、なぜクアラルンプール・システムではないのか。「新たな知の創造磁場」としての[東アジア共同体]。毛利・早稲田プロジェクトから教えられたもの。もうひとつの知の世界。ＥＵとＡＵはどう違うのか。

(３)「雁行形態モデル」はなぜ破綻したのか、なぜ「アジアの悪友とつき合うな」という第２の脱亜論（渡辺利夫）が登場しはじめているのか。
Ⅳ、結びに；

捨像される三つの視点、もしくは「方法としてのアジア」

（1） 情報革命の視点

（2） 二つのＡ；ＡＳＥＡＮとＡＭＥＲＩＣＡ（曹　成換教授）
（3） 何のためのナットワークなのか、何のための「日がアジア共通知」なのか、なぜいま東アジア共同体なのか。
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